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ちょっとジメジメした梅雨の時期がやってきま

した。みなさんお元気ですか。 

2024年度会費をたくさんの方が一括納入いただ

き、ありがとうございます。11月から郵便料金が

値上がりします。84円から 110円に。次回までは、

何とかいただいた切手で乗り切ることができます

が、厳しい財政状況は続くかもしれません。お友

達を誘って会員を増やしていきましょう。 

さて、5月例会「せかいのおきく」はいかがでし

たか｢おもしろくなかった｣｢何だか匂ってきそう

で少々気分がよくなかった｣｢声が聞き取りにくか

った｣｢クーラーがききすぎでした｣との声が多く

ありました。ボリュームや温度については、早め

に調整するよう心掛けていきます。また、スマホ

や携帯は、マナーか電源を切るようにお願いしま

す。お互い気持ちよく鑑賞しましょう。 
 

例会のお知らせ 

■名称／第130回例会｢巡礼の約束｣ 

■日時／2024 年 7 月 18 日(木)  

    ①PM2:00～､②PM4:20～､③PM6:40～ 

■場所／加古川総合文化センター大会議室 

  (JR東加古川駅から北へ徒歩 10分､車は加古 

  川バイパス加古川東ランプ北東へ 600m) 

■受付／入会手続きが終わっている方は、受付に

同封の｢例会参加券｣をお渡しください。入会手続

きしていない方は、受付で 4箇月分の会費(2000

円)を支払い、入会手続きを終えてから｢例会参加

券｣をお受取りください。 

【例会作品データ】  

■タイトル／巡礼の約束 

(原題／阿拉姜色、ALA CHANGSO) 

■監督／ソンタルジャ 

■出演／ヨンジョンジャ、ニマソンソン、スィチ

ョクジャ、ジンバ 

■データ／2018年、中国、109分 

 

■ジャンル／ヒューマンドラマ、家族 

■ストーリー／山あいの村で、夫のロルジェ、ロ

ルジェの父と暮らすウォマ。 

病院である事実を告げられたウォマは、聖地ラ

サへの五体投地での巡礼旅に一人で行くと決意す

る。半年以上もかかる巡礼の旅に、初めは反対し

ていたロルジェだが、ウォマの固い決意にラサ巡

礼を受け入れる。しかし妻の決意にはある秘密が

あった。 

 旅に出た妻を追ってくる夫。そして妻の実家に

預けられ、心を閉ざしていた前夫との息子もやっ

てきた。 

後悔、嫉妬、わだかまりを抱えながらも、少し

ずつ結びついていく 3人。しかし、そんなある日、

ウォマがついに倒れてしまう…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 



前回の例会報告 

 5月 22日(水)の 5月例会では、江戸末期の長屋の

住人たちの貧しいながらも生き生きと日々の暮らす

中、声を失った少女が、いつか読み書きを覚えて世

の中を変えてみたいと、希望を捨てない若者と、前

を向いて生きていく姿を描いた｢せかいのおきく｣を

鑑賞しました。 

記入者 57名のうち、とてもよかった 10名、よか

った 28名、ふつう 13名、よくなかった 3名でした。 

感想は、｢江戸時代の社会の一端を見ることができ

た。｣｢白黒かと思っていたら心情の変化の時にカラ

ーを使って、こちらに訴えてくる映像でした。｣｢小

さいころ農家だった祖父母の家に泊まったことを思

い出しました。｣｢よくわからなかったが、何かほん

わかとした気持ちになりました。｣｢エンディングが

分かりにくいが、江戸時代は、今の社会と違い、こ

れぞ循環社会だったということを今を見つめる作品

でした。｣｢私たちの小さい頃も田舎から糞尿を買い

に来ていたのを思い出しました。モノクロでよかっ

たな。（笑い）｣｢演技はよかったけれどストーリー

が分からなかった。｣｢困難に会いながらも必死に生

きている若者たちの姿がある意味現代の世相にも通

じているよう思えた。｣｢今後あの二人は、どのよう

に生涯を送るのかと楽しく想像しました。｣といった

ものでした。 

 参加会員92名、ほか明石シネマクラブから16名の

参加があり、新入会員は6名ありました。 
 

明石シネマクラブ例会情報 

■名称／第 84 回例会『ケイコ 目を澄ませて』 

    (2022 年､日本､99 分) 

■監督／三宅唱  

■出演者／岸井ゆきの､三浦誠己､松浦慎一郎､佐

藤緋美､中原ナナ､足立智充､仙道敦子､三浦友和 

■ジャンル／女子プロボクシング､ヒューマン 

■解説／聴覚障害のある元プロボクサー・小笠原

恵子の自伝を原案にした人間ドラマ。 

生まれつきの聴覚障害により両耳とも聞こえ

ないケイコ(岸井ゆきの)は、再開発が進む下町の

小さなボクシングジムで鍛錬を重ね、プロボクサ

ーとしてリングに立ち続けながらも、心中は不安 

や迷いだらけで、 

言葉にできない 

葛藤を募らせて 

いた。「一度、 

お休みしたいで 

す」とジムの会 

長(三浦友和)宛 

てにつづった手 

紙を渡せずにい 

たある日、彼女 

はジムが閉鎖さ 

れることを知る。 

 

 

■日時／8 月 22日(木)①PM2:00－､②PM4:30－､

③PM7:00－ 

■場所／アスピア明石９階子午線ホール 

(ＪＲ明石駅東徒歩 5分)  

■目的･内容／加古川シネマクラブと明石シネマ

クラブの交流事業として､映画鑑賞の機会を増や

し新入会員を増やそうと､例会に相互参加できる

ようにしています。 

■受付／会場受付で､ 

①加古川シネマクラブの会員であることを証明

するもの(氏名が記されている例会参加券が送ら

れてきた封筒など)を提示し、 

②鑑賞希望であることを告げて、 

③受付簿にサインする。 

■明石シネマクラブ TEL 090-3860-6662(金沢まで) 
 

ご意見をお待ちしています 

映画の感想や意見など､このニュースへ記事をお

寄せください｡200-300 字程度にまとめていただけ

れば助かります｡おすすめ作品をファックス､メー

ルや例会会場のアンケート用紙でお知らせください｡ 
 

加古川シネマクラブ 〒675-0101 

加古川市平岡町新在家 752-46 B-313 山本方 

TEL 090-9283-0435  FAX 079-425-4499 ※ 

E-MAIL cinemaclub@nifty.com 

 http://kakogawacinemaclub.c.ooco.jp/ 
会員数 125人(5月 22日現在) 


